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Abstract
　　　　　In recent years, Adapted Sports has been getting a lot of attention and gaining 
popularity.  Therefore, we have been conducting research on the theme of the development 
and diffusion of baseball-type wheelchair sports. The purpose of this study was to make the 
rulebook and classiﬁ cation system for wheelchair softball, and to verify its eﬀ ectiveness. The 
rulebook was to specify the rules of Slow-pitch Softball. This rulebook worked very well in Japan 
National Wheelchair Softball Tournament. The classiﬁ cation system for the National Wheelchair 
Softball Association was translated into Japanese language in order to adapt to the Japan 
National Wheelchair Softball Tournament. It was also included for able-bodied players. After 
the implementation of the classiﬁ cation system, the number of able-bodied players and disabled 
players increased. Thus, it is assumed that the classification system had a good influence on 
competitions. We would like to consider this in further research.






































































































































































































① 22点（3＋3+3+3+3+3+1+1+1+1Q） ① 21点（3＋3+3+3+3+3+1+1+1+0Q）
② 22点（3+3+3+3+3+2+2+1+1+1Q） ② 21点（3+3+3+3+3+2+2+1+1+0Q）
③ 22点（3+3+3+3+2+2+2+2+1+1Q） ③ 21点（3+3+3+3+2+2+2+2+1+0Q）










































































































































Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ｑ Ⅲ 1.5
優勝 東京LEGEND FERLLOWS 2 4 1 1 2
2位 北九州シルバーウイングス 　 4 1 　 1 8 6
3位 横浜グラコス 1 1 1 　 　 10 3
4位 北海道ノースランドウォーリアーズ 5 1 6 4
5位 北翔BIG WEST 　 　 　 　 　 17 8
6位 車椅子テニスSUPER ZONES 　 3 1 3 5 8
7位 宮城ファイティングスピリッツ 2 1 2 1 　 11 3
8位 TOKYO PUNKS 1 　 　 1 　 5 6







Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ｑ Ⅲ 1.5
優勝 チームUSA 7 4 2 2
2位 東京LEGEND FERLLOWS 1 4 　 1 　 6 4
3位 北海道ノースランドウォーリアーズ 3 1 4 5 　 5 1
4位 福岡チャレスポ 　 　 　 2 　 6 4
5位 北九州シルバーウイングス 1 2 2 1 　 7 4
6位 埼玉A.S.ライオンズ 1 2 2 1 　 5 2
7位 チームunbalance 3 1 3 1 1 5 3
8位 チーム韓国 2 3 5 1
9位 横浜グラコス 2 1 　 1 　 6 3
10位 上智ホイールイーグルス 　 　 　 1 　 8 4
11位 TENNIS RISING SUNS 　 1 2 1 2 11 3
12位 宮城Fighting Spirits 4 1 1 1 　 5 6












































































































































































































































ラス分け制度については，National Wheelchair Softball Association（米車椅子ソフトボール協会）が
使用している制度を和訳し，日本大会で使用できるようにした。具体的には健常者を出場できるように
した。結果，健常選手，障がい選手ともに増加した。このことから，クラス分け制度を導入することが，
選手増加に好影響を及ぼしたのではないかと考えられる。実際にどのような影響を及ぼしたかどうか
については，今後選手の意見をもとに調査し検証する必要がある。
キーワード：車椅子ソフトボール，ルールブック，クラス分け制度，アダプテッドスポーツ
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資料１大会ルール（JWSA）
フィールド
●　野外球場：硬い平面に整地されたグラウンドを使用（草や柔らかい土ではない）
●　屋内球場：体育館，倉庫，駐車場
●　ファウルライン150feet（45.72m）以上，直線180-220feet（54.86-67.06m）
●　ダイヤモンドは塁間50feet（15.24m），本塁から２塁まで70feet,8.5inches（21.55m）とする。
●　本塁から２塁の線分上で本塁から28feet（8.53m）の位置に幅２feet（61cm）のピッチャープレートを置く。
●　ベース：２塁は直径4feet（1.22m）の白い円，１，３塁は直径4feet（1.22m）の白い半円とする。１塁のみ駆け抜
け用ベースをファウルゾーンに設置する。駆け抜け用のベースは，24inches（61cm）四方の白いベース。
●　制限ラインは各塁から12feet（3.66m）で１塁から２塁，２塁から３塁のベースラインに平行にひかなければな
らない。
●　外野はホームから半径100feet（30.48m）の円で，ファウルラインからファウルラインまでの範囲とする。
用具
●　参加者は全員，フットプラットフォームのついた車椅子を使用する。
●　ボールは16インチソフトボールを使用する。
ルール
●　１チーム10人の選手で試合を行う。
●　５回10点コールドとし，最大７イニングまでとする。
●　審判は２人制とし，塁審，球審各１名とする。
●　全打席１ストライク１ボールから開始する。
●　２ストライク後のファウルはアウトとする。
〈攻　撃〉
●　キャスターや後輪も含めた一つ以上の車輪がベースに触れていれば触塁とみなす。転倒防止のキャスターは車輪
として含まない。
●　走者は，車椅子に座っていなければならず，ベースタッチは一つ以上の車輪または手でベースに触れている場合
のみとする。
●　ランナーが車椅子から落ちた場合，その場所から再度乗らなければならない。またベース上で落ちた場合，体の
一部が車椅子に触れていれば，ベース上にいると判断される。
●　走者は地面や他者の車椅子が止まる場所に手足を出してはいけない。もしもした場合は，ディレードデッドボー
ルとなる。
● 打者は打つときに地面に下肢を接触させてはいけない。接触させた場合はボールデッドになり，打者はアウトと
なる。走者は元のベースに戻らなければならない。
〈守　備〉
●　投球ボールが投手の手から離れるまで，すべての内野手は内野制限ライン上またはそのラインより内側にいなけ
ればならない。違反した場合，審判はすぐに打者を１塁に進める。その違反は，フォアボールとみなす。
●　投球ボールが投手の手から離れるまで，SFを除く全ての外野手は外野制限ラインより後ろにいなければならな
い。
●　野手は地面に足をつけた状態でプレイをしてはいけない。もしも地面に付いた場合でも，足を元に戻してからプ
レイを再開することが出来る。違反をした場合はJSAのルールに従ってディレードデッドボールとなる。
●　選手が車椅子の座席から臀部が離れている行為をリフティングといい，不正行為とし，JSAのルールに従ってディ
レードデッドボールとなる。
※以下，日本ソフトボール協会のルールに準ずる。
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資料２車椅子ソフトボールの主なルール
作成者：日本車椅子ソフトボール協会　技術強化部長　齊藤雄大
Ⅰ．試合のルール
１．試合と打ち合わせ　※大会ごとに規定する
（1）攻守の決定は，特に定めない限り球審のコイントスによる。
（2）正式の試合は，７回（イニング）とする。
（3）延長試合　７回終了時，同点の場合は，８回からタイブレーカーにより試合を継続する。
２．コールドゲーム（打ち切り試合）
　５回あるいはそれ以上の回が終了したとき，または後攻チームが先行チームより５回以上の裏に多く得点していた
ときは，コールドゲームとして正式試合になる。５回が完全に終了していないときは，無効試合（ノーゲーム）にな
る。ただし，後攻チームが５回裏の攻撃を終了していなくても，先行チームより多く得点した場合は，コールドゲー
ムとして正式試合になる。
３．得点差コールドゲーム
　３回15点，４回10点，５回以降７点以上の点差が生じたときは，得点差コールドゲームとなる。
４．タイブレーカー（延長戦の場合）
　延長戦表の攻撃から無死・走者二塁を設定して攻撃を継続する。二塁走者は前の回の最後に打撃を完了した者とし，
打者は前回から引き続く正位打者（正しい打順）とする。
Ⅱ．試合人数と守備のルール
　試合は１チーム10名で行う。守備につく10人目の選手は「ショートフィールダー」（SF）と呼び，投手・捕手の定
位置以外のフェア地域のどの場所で守備してもよい。
※クラスＱが不在の場合は９名（NWSA，JWSAルール）
（1）すべてのプレイが完了し，内野手が球を保持した
とき“タイム”を宣告する。
（2）アピールは，ボールデッド中でもできる。
（3）投手が球を手にして投手板に触れたとき，自動的
にインプレイになる。
Ⅲ．投球
１．投球の主なルール
（1）死球による出塁は認められない。
（2）投球動作のときに，投手板に片方の車輪が触れて
いればよい。
（3）投球動作中またはバックスイング中，投手の手から球がスリップしたときは無効投球である。
（4）投球が打たれなかったときは，ボールデッドとなる。
（5）不正投球による進塁はなく，打者にワンボールを与える。
（6）打者を敬遠したいときは，その旨を球審に告げることにより，直ちに打者を一塁へ進塁させることができる。
（7）投球は本塁に達するまでの間，地面から1.8m ～3.6mの空間をアーチを描くように投げなくてはならない。
（8）ワイルドピッチ・パスボールは適用されない
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２．ストライクゾーン
　スローピッチ・ソフトボールのストライクゾーンは，次の条件を満たすものである。
（1）投手の手から球が離れて本塁に達するまでの間，アーチ（地面から1.8ｍ～3.6ｍの空間）を描かなければならない。
（2）下手投げで適当なスピードであること。
（3）ストライクは本塁を通過したときに判断される。
（4）投球は，本塁の上方空間で，打者が自然な打撃姿勢をとっているときの，打者の捕手側の肩から，両膝の本塁
上を通過しなければならない。打者が，打席内のどこに位置するかは，ストライクゾーンには関係ない。スト
ライクゾーンは，あくまでも本塁の上方空間であり，これと打者が自然な打撃姿勢に入るときの打者の捕手側
の肩，膝の位置がストライクゾーンを決める要素である。
　　※違反球を打ったときあるいはスイングしたときには不正投球にならない。
３．故意四球「Walk」
　守備側チームが，投球せずに故意に打者を一塁に歩かせるため，投手，捕手，あるいは監督が，球審にその旨を通
告すること。
４．クローホップ
　投球時，投手板以外に車輪をずらして投球すること。違反→不正投球となる。
５．キャッチャーズボックス（捕手席）
　捕手は，投球が投手の手から離れるまで「捕手席」に占めていなければならない。違反→不正投球となる。
Ⅳ．攻撃のルール
（1）指名打者（DH）制度は採用しない。
（2）打者はバント，チョップヒットをするとアウトになる。（クラスＱは適用外）
　　※チョップヒットとは，打球を高く弾ませるために，打者がバットを振り下ろして地面にたたきつける打ち方をいう
（3）ツーストライク後の打球がファールボールになった場合，打者はアウトになる。
走　塁
（1）走者は盗塁できない。
（2）走者が相手のタッチプレーを避けるために，あきらかに走路から外れた場合，ランナーはアウトを宣告される。
※基準は審判が権限をもつ。
（3）ワイルドピッチ・パスボールは適用されないため進塁できない。
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Ⅴ．その他
走塁妨害
　野手が走塁を妨害したとき。次の場合は走塁妨害を適用する。
　　①野手がボールを持っていないとき。
　　②野手が打球の処理をしようとしていないとき。
　　③野手が空タッチをしたとき
　　④野手がボールを持って，走者を塁（ベース）から押し出そうとしたとき。
走塁妨害が発生したとき（ランダウンプレイを含む）は，
（1）ディレードデッドボール。
（2）走塁を妨害された走者および他の走者は，審判員の判断により妨害がなければ達していたと思われる塁まで
の安全進塁権が与えられる。
注１）走塁妨害は野手が走者に触れていなくても走者の走塁に影響を与えたかどうかを審判員が判断する。
注２）走者が塁に達しようとしているとき，野手は塁の一部（走路）を空けなければならない。
　　　→野手がこれに違反したため，走者が触塁できなかったとき（帰塁含む）は，走塁妨害が適用される。
再出場（リエントリー）ルールを採用
　スターティングメンバーは，いったん試合から退いても，一度に限りいつでも「再出場」ができる。ただし，自己
の元の打順を受け継いだプレイヤーと，交代しなければならない。スターティングプレイヤー以外のプレイヤーが再
出場したときは再出場違反になる。
→再出場違反は，相手チームから審判員にアピールがあったときにペナルティを適用する。
ペナルティ
（1）監督と違反者が退場になる。ただし高校生以下の試合の場合は違反者のみ退場となる
（2）違反者は正しい交代者と交代する。
　１）守備中にプレイに関与して発見された場合
①次の投球に入る前は，攻撃側の監督にプレイの結果を生かすか，打ち直し（打撃完了前のボールカウントで）
をするかの選択権が与えられる。
②次の投球に入った後は，プレイはすべて有効である。
　２）攻撃中に発見された場合
①打撃完了前に発見された場合は，正しい交代者がそのボールカウントを引き継ぎ，それまでのプレイは有
効である。
②打撃完了後，次の投球動作に入る前は，打撃によるすべてのプレイは無効で，違反者はアウトとなる。ただし，
違反発見前のアウトは取り消せない。
③打撃完了後，次の投球動作に入った後は，それまでのすべてのプレイは有効である。
（3）違反者が，さらに再出場した場合は，没収試合となる。
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資料３
車椅子ソフトボールのルールブックとクラス分け制度に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：
　本調査は，車椅子ソフトボールの今後の普及，発展に反映させるために行うものであり，研究の目的以外には一切
使用しません。また，本調査への回答は皆さまの自由意思に基づくものであり，これに賛同いただけない場合にもい
かなる不利益を被ることはありません。ルールブックやクラス分け制度に対するあなた自身（チームの様子を含む）
の率直な感想や意見をお聞かせください。
以下の質問に対して，該当する番号（１～３）を１つ○で囲み，回答理由をお答えください。
Ｑ１．ルールブックについて（添付資料１．資料２）
１．修正する必要がない
２．どちらともいえない
３．修正点がある
選択した理由（記述）
Ｑ２．クラス分け制度について（添付資料３）
１．修正する必要がない
２．どちらともいえない
３．修正点がある
選択した理由（記述）
Ｑ３．クラス分け制度導入後のチーム運営について（導入後に心がけていることも回答ください）
１．導入前と変化があった
２．どちらともいえない
３．導入前と変化がなかった
選択した理由（記述）と「クラス分け制度を基にチーム運営で心がけていること」
　返信先：
※第３回大会（2015年７月）以降に参加されたチームについては番号の回答はせずに，記述
解答欄に「クラス分け制度を基にチーム運営で心がけていること」のみをご回答ください。
